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明日はいよいよ「発表会」！！ 

一人ひとりが練習を頑張ってきた「発表会」が明日開催され

ます。 

子どもたちが練習する中で、『４つのおやくそく』にかかわ

る様子がどれくらいあったのでしょうか。それぞれの担任やか

かわっていたみんながそれぞれ感じて、子どもたちに伝えてく

れているとは思いますが・・・・ 

逆にそうでなければ、行事をやる意味はないのではないかと

思います。園の中のすべての保育・教育活動は、教育目標（４つのおやくそく）を達成する

ために行われているわけなので、我々子どもにかかわっている教職員は忘れてはならないと

考えています。保護者の方々にも、日々の保育・教育活動を通してそれが伝わるようにしな

ければならないと考えています。 

理想を言えば、それぞれのご家庭でも、『「４つのおやくそく」の〇〇〇ができたね。先生

に伝えておこうね。』というようなことが話されるようになるとありがたいなと思います。

そのことを園で担任に伝えていただき、担任ともそのことをシェアできたらなお素晴らしい

ですね。我々教職員も同様に、園でのそのような 『４つのおやくそく』が達成できた姿を伝

えたいと思います。 

 

〇あかるくげんきに 

  ・せりふ、うたごえ、あいさつが明るく元気に、大きな声で、気持ちを込めて言えたり

発表したりできるようになりました。 

〇すすんでおてつだい 

  ・自分が使う道具や楽器だけでなく、他の人が忘れていたら教えてあげる姿がありまし

た。 

〇さいごまでがんばる 

  ・セリフや動作が覚えられなかったり、リズムが合わなかったりしても、練習を頑張っ

て、できるようになりました。 

〇おともだちにやさしく 

  ・お友達に動作を教えたり、踊るときに自分から手をつないだり、場所がわからなかっ

たら教えてあげたりする姿がありました。 

 

これらは、私が発表会の練習で見つけた姿です。 

もちろん、全員が上に書いたようになったわけではありません、一人ひとりが、他の人と

比べるのではなく、前の自分自身と比べて一つでも『４つのおやくそく』のどれかが達成で

きたら素晴らしいのです。 

明日の本番は、しっかり我が子の姿を目に焼き付けてください。私が言うまでもなく、我

が子の素晴らしい瞬間をたくさん見つけていただけると思います。 
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